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表紙の「雄本杉浦家八千石川ti仰相地Jは、江戸時代

に高座3L宮山村をはしめ8 uX石におよ忘知fltを 支配

していた大身難本杉市民について記したものです。杉

HI氏の家詩、軍後、座数地の変遷 歴 代の事所や戒名

丹波国の知行所のむ言 |けなどのほか 3代 当■正取

(まきもと。1671-1711)の 取彰碑の碑文など正取に

関する記事も書きt3められています。

杉前氏は二河以来の出川家tt代の家Eで した。杉前

正友 (まさをも)は 元和元111615)大坂夏の陣の功撤

t=よう、相模と武蔵t=600石の知行地を拝領しており、

その後加増を重ね、班水191ヤ164りまでに6000石を角

行することになりますもT〔H村はこの間に杉浦氏の角

行地になったものと考えられます。 21 正ヽ18(まきつ

な)が 家督を相続すると、ll波田(2 HX石 の加坤を受

け、知行地は合計80m石 となりました。元t411年(169

8)には旗本知行地の見ド〔し策として「地方直 しJ"て行わ

れ、8∞0石の知行jluは、Ⅲ棟コ商座PU 鋒倉謝(ll波

]桑 m部  何 座lHの予卜2‖ 4 ntに韓理されますが ■

山付は幕末まで杉 lI氏の角竹地として続きました。

7●fF12年に祖父の家情を維いだ3f 日ヽの正段は、■

琴 誇 に長けた人物でした。91少期に明憎の心越揮け

から直接琴譜の秘法を伝綬されたことは先行研究でも

脩描されています (大口"次 1卜「琴を愛でた胡〔木杉油

‖:職丹度の印文を手かかうに J「宋川町史研究』卵7

号、19蜘年)。さらにこの史岸|によると、「泰山棟 (‖

残)文 字卸tFみ 水 戸投rⅢ観 (光囲)立 びに唐lH心題

禅師ツタンク御日会し、言サ歌〕に外a颯 雅にて世に知る

処 依 て心題禅rJヨリd"化之容師伝受 (授)と ばされ

はJ(送 り仮名は筆者)と あり、に職は徳川光囲とと

もに詩歌を詠むなど 風 朴で角られる人物だぅたこと
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がうかホえます。

厳本に関する史Ilは、明治継IFを運えるとともに磁

としてしまうことが多く、現作する側!!あまり多くあ

りません。この史村は一冊取りで断片的ではあります

が 大 身拐〔本の家譜や11期などがわかる史相が残存す

ること日体、大変rt五だとFiぇるでしょう。

正ａｌ［お申

主1ゆ

債本杉瑞氏の家摺 (r費欧重荏活凍酎J第 九をより作成)



佐藤昭末床仏教美術書ユレクション

仏教はr‐く日本人のJ:活の隅4ま でに浸逓し、大きな形響を与え紙1)てきた信仰のひとつです。

なかでも仏像はそうした11仰の空徴でもちり、多くの人■に救しまれて言ました。F栄】町空』「夫

術工芸編Jで は、寒"Wけ蚊に残る仏像、仏面、fr貝、石造物などの郷椎nりな調花が行われましたが、

町史縮架委Rと してその1草頭指郎をと_た のが、東京日立Hj物館におられた故佐藤昭夫氏てした。

没後にご世族から蔵Ht、フィルム等の賛工な]レ クションか米川口1に行附され、米"文 よ鮪て活用

させていただいています。LFl架ど架に,とかれた本の背ラベル左上に 「SJと あるのか片薩氏の旧蔵

よです。

をは昭夫氏中021-211〕

東北大学文字部東洋喜術史学科

卒業6東 京□主博物健学芸部長

神日外花大学教授 大 正大学な

授を雁任 『審川町史Jを はじ

め 自 冶r4空も広く手がけた。

シ町―ス 書::1の先At,

り1市12111879),瑞 にliまれた元ル111て人です.古 沢 ま|い51119021に加1て

機町ン校を卒業すると 口 群1戒午 " 水 ‖L舛大性などに従1!し、岐艦の機問

度などを距任した後 大 ■1151ス1926)に海‖モ少打に↑|■しました。そして1召18

Td9!U)年 、 l郎 船村厳■堕j4業R!kを 1と後に退ヤし す 捕役となります。

ての後は力 ,llに ilJtし、 ■81イい33に は■"叶十どⅢⅢⅢ ll(現 1モ塚‖)の は|

にlFを架ける赳助をした 「‖快"「‖酔 橋期は■,[会どの会rrに批1子します`

同‖そ会は山j村村丘を加会技とし、村会破■や作区収をも台む大組織てしたか

その|て ど沢が会長となったのは、平塚め ,年 火☆工厳への通路が必要である

という‖tⅢ的 lK急‖:か情む設の有力な拠 ,Frに なることて、元海1そ少将の古沢

か適役であ‐たためてした

そして同‖会が県にlR竹を行った結栄 同 13イト〒月に本との神川桁か性世さ

れることどなります.                       (4A を 〔央)

吉 沢に=Ⅲ I'0～1066)



<第 5回 企画展>

「かながわの団体 1955。 1998」

車‖l口郎

団体(国民体育大会)は 昭 和21年004oに 京阪神地方で開催されて以来 国 内最大のスポーツの秦典として団

民に規しまれてきましたも神奈川県では昭和30年(1955)と平成10年99碑)に開かれました。平成10年の 「かなが
わ ゆ め国体Jか ら満10年になるのを8己念し 団 体のあゆみや 神 奈川県開催のそlLぞれの大会の概要を展示
しましたもとりわけ 平 成10年の大会では 寒 川町で実施された銃剣通競技の記録や写真を紹介するとともに

その準備や運営に活健した町民ボランティアの姿にスポットをあてました。準備にあたっては ユ ニフォーム

など多くの曽さんから思い出の品を倍りることができたほ力ヽ パ ネル作成や展示雷え作業に12名のポランティ

アの皆様にご協力いたださました。

‖“和30年の日ltの参川,711子はL4季 ■ チ大

会あわせて17134名 役 ll等を加えると2

万企名にのぼり、当「iと しては国内最大の

スボーツイベントとなりました。

ながわ 。ゆめ回価

■rt101iの大会は、仝市町付での倣投出継 ,そ民参加

型のイベントの出‖[ ■ ランティアによる逆,1 大 会

のスリム化など 特 也ある辿宵かなされましたち

璽
|

Hl町のゆめ回い

妊火は,t内11ヨースで、4776名のランナーのリ

レーによぅて県内
/7f地

を取け巡 りました。米川

町ではlFr竣なった米川結合体■郎で銃剣道韓技

が実施されました.

神奈川県
転ボランテイアの活躍

回体の逆営は 数 多くのポランテ“アの人たちに

支えられました。会場‖辺めお柿やiあSItr 選手の

人退域のアナウンスなどの大会迎村にかかわるも

のや、訪れる人々を快く迎えるためのたの‖fの他

え昔え作業などに女はしました。

【腔示綱い|】平成20年 9月 7● (口)～21年 2月 2F口(令) 栄すでに終 rしています



収蔵庫の資料から (2)
文書館の収蔵Ⅲには、皆襟から宮mや 寄託していただいた貴重な記録資本卜や

写真をはじめ、寒川の歴史を物語るさまざまな資料を保存 しています。今回も

その一tlをご紹介 してまいります。いずれも閲境できますので、ご希望の方は

気躍にカウンターにお中し出ください。
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山本経存R寄 鰹犠け〕こ

2■ 11枚。「挫業教育のFtおtJと いう,け ―

ズは 「峻業科Jの 数行に「点を‖|= 女 切聞

の型甘や勧いJILJ業刊atの相31を行,た 米川|ド

‖li打神小■仕=の 汁水 1手校が、その4rtt P R

のために作成したものと考えられます。

石黒行催家文書

歓 迎 力十 F限 的 リ レー

11■。」1130年 ‖後の架"口r民体,大 会や
fr Ⅲ々のプログラムV tt中じてすわモ、分lo「111

奈"団 体の ]体強 リレー1古接小加や、"14」

栄京国体の記念ttⅢ乗lLななどの珍しい資料

も合まれています。

末ぬ白治会え害 (Ⅲ詢

十ヽ々のた市会よに,さ 雑かれてきた史■,70

よが'デXの ような木鵠に約められていましたも

lL ll改f[にともなう;1眠撫、Ⅲ‖れ思批川の失

業対策に側するもの は 1;Ⅲめ迪遠文 J 性

後の会,「眠枠などかあります

議tF彰宏女害

"‖和1011の楽"Wr家 庭名大地 ]1点 。いわ

ゆる明相1地きと似ていますが ,1な る地 イ|に

とどまらない、当「キの米川旧JにHす るさまざ

まなれ,散が林り込まれているこ1■な記録資料
てす。
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文書館 最近のできごと
コ学冒虎六亭大草″アーカイブえ章留 』 ガF9日的 や舞目rL7・ r2F″ ョ仰 官″grL7

=筋 塚″敦目″修 』 月2rgr匁

ヨロ密のを持石顔弱蒼 iO局西ヨr■7

,慶 かし深練上深会 ア″ワ!ヨ 仰

千戚201:4月、学習院大学大学院大文科学OFTL千1にわが日初

のアーカインズ学U攻 か薩生しました。このカリ■ェラムには

公文Ⅲ飾牛の現場ての実習が組み込まれているたあ 来 "文 li

航でもこれにtt力し、出十後コ船 樫め学生 1名を、 S月 に 1避

市 2月 に 1週間受け入れました。通,p資 料催型だけでなく、

ポランティアとの14勧 討 度の延甘 視 家対応など 文 む航の

さまざまな契訪を体験してもううこど"て きました。

この本 来 Ⅲ Ⅲlア立の力寸r学校に採加された敦l17名が 'F修

の一幻として文■館を訪■しました ■ 年まではfF4廊tlE十の研

跡や大しいⅢ“塚などの■跡を案内していましたが 今 回は文Ⅲ

肘の役割についてのJLり1に絃りました。公文十ヽ鮎とは何か ど

めような査村があるか、これまでイHけ ■のレ77レ ンスには

どのようなものがあったかなどを記り]し 硬 決で文ti館を材川1

してもらえるよう7ビ ールすることがて吉ました。

41r十‖辞||‖ 「団塊のHtit応援討庄Jの 奎加イ本文■館に

iち イリました。会社を退取し 的 域■ビューJす る人たちを

打空に lrの公共施設などを見学しなから““luづくりの言ぅか

Ⅲ こしようという企1,で、他 こ消防庁を、文イヒ財字判センクー

なども訪れています。なたん『にすることのない明治lrr代の公

k‖ドや江戸時代の古文十を■てもらい、文1ド館の役制や資料の

大tlどについて説明しました。

総合ほhi飾 とのり(‖て 「触かし映換JJ吠食Jを けけきました

Ⅲ llめDttLE l凋4配 念jlt業の し映会が町irたったことから来施

したもので、今回 と文iJ郎の/珂 波 「かなかわの■体1955

1998Jの 関述Jr来ども位|にうけて 昭 和30イ「ど■成10年の“1率

ⅢⅢたて開|どされた日k体 育大会に関するll枠空村 5本 を上映 し

をした。を加 したとさん まとうわけTrj和301:のモノタロの1曖ほ

に,営 込まれるように見人,て いました。



浮 静 日町韓 樫 7材能 を歩`'た議 望た力  7夕 』gr■7

B主 飯ウォー多″豊ヨーヌ 〕2肩′17rコ

i夕26ヨrr7

巾r史説とは町 lt刊行物のfn外者がわかけやすく内容を解:けす

るものてすゃ今回は町史編次委員長 士 室文tll氏に、市町に市

tl党文■調査のli米についてヽ新しいたたきました と りわけ

Ⅲlrl理か1棋 同へお札純 うに歩いたときの 記 「廻粧H並 Jの

十t述 をもとに it町 埋わ姉 家の地存や維持にいかに摺心 してき

たか、お札や十旅物をとのように迎んだかなど 析 助の帯細|を

欺えていたたくことがて吉ました.

文化けヤWセ ンターJF兵の“跡ウ十一夕に今年も市llとして

な1し ました。今|」のコースはイヽ勘lt広です.Pi文 ドi:に雄て小

jj村の叫細岐を村緒Jど比べすから就んだことから そ のll辿

企口|とイ″‖■ ナました。村絵図の写しを参加イ4rlに 配りをか

ら 古 い道を帥かあたり 合 配されてなくなぅたⅢⅢ」子の跡を探

したりするたと な 力Ⅲ者たちは意外に身近す′Frにあるi"1時代

のイ残りに監営のiをあげていました。

Hオ■21年投の予算編成にあたり 文 ■航世がインセンティン

十第の認定を■ ナ ロfにから秘たJ卜が千波されました。この制

世は、新たなな人椛保に取り組んだう 勧 半1,なⅢ業★他方法

を1,1したりした十年要求に対し地細予算措 性をするものですち

(11rT掛のうち町史“打JF業イ1において f成 20年度に刊行そ

吉なか‐た 師 す報告■Jを 担活する降、縞次作楽をⅢr民どの

F成20イト11丹から21イF2月 にかけて、全411でⅢ ⅢI空前とを

実施しました。テーマ1ま町“Fと itr、取 原】Eキの史料をRむ J

モ f去 批などにみられる椛励 i時にはする空料を乱みなが,

Ⅲ!代背〕tなどを力“説しました ll年 を大きく変わった■は 丘

終Ⅲにけ内になるlⅢf増係の史断を巡成したことてす 荷 部文

イヒヤ11,会航によまり ,わ wアのに跡を訪ね 文 イヒけ学‖センター

ては館朝から究師された遺物を兄せてもら1 まヽした。
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■開催中の展示のお知らせ

第 6回 企画展

「広報さむかわの 60年 」

〕町の広報 ま昭和24年(1949)6)1に創刊もまもなく60州

“FのIr目を迎えることになります。

これを記念してこれまでの紙正Fを振り返るとともに、Il

7rの広報活 JIなよ さまざまな■l度から町のlrttlFF'■こつ

に も紹介しまf.

会劇 11成21113月8U(U)ヽ 8月30」(g)

■平成21年度の講座 講 演会

平成21年度は次の討妊十を実施する予定てす。日1時

会期、中込み方法など、詳しいことは 「広報さむかわ_、

文書館のホームペーツ、チランなどをご覧ください。

O古 文1前 庄 (全6」、 5～ 10,J)

OⅢ I!史市座 (全1回  11～ 2月)

OttrttEllJ:(1回、1!切 テ ーマ木定)

O攻 村供存活冊就故会 (1回 、'f畑 テーマ未定)

編 集 後 記
米川文ホ怖だより分 5号をお情けします。

第171同通|,[会 に 「公文十辛の付理に関するよfrtJ

が提出tされました。公文ギ出ま木米の同賞に対する説l ll宜任

を楽たす田民の世重なサ〔TI財とであり こ れを世どに 1丹f

し、後世に|=えることは国のli要な賞妨であることから

行 fの文む告型について法尚な規14を明Fluにし 日 立公

文ど出の機能を充栄させるという内容です。地方公共‖

体むこの極骨に沿‐て必要な朴冊を|ほテ きヽことか条文に

り1記されています。成ヤ後は米"Hurも対応にせまられます。

その勝に文むHPの共たす役割はきわめて玉要てす。世lwI的

にIt進てきるよう、研究をTlねてまい0ま曳

Ⅲ―ムベーシでは文む舶からのお知らせ、出肢物のご案

内のに力、 さまざまなコンテンツをと提‖tしています。せひ

いらどアクセスしてみてくだき↓、

ホームベージアドレスは下ドしのとおりです。

hit,//flrfvwHib are samukawa kanagatta j,

′

口開館時間
火叫～金Tr 8  均iit 0 1Pr～11後7時

上 日  祝 ,  午 ■0'ヤ～午後 51サ

ロ体館日
月町日(国民の机 回にあたるjlJ合は開郎)

年末年始(12)J29日ヽ 1月 3日 )

41,J惟理日(水まり次第お角らせします)

■交通めご案内
JR相 模撫 米川駅下li従 歩10分

無川町コミュニティ本ス田む併文む館市下車 によ1分

栄なるヽ く公J按 適機関が自転■ 従 歩でお赳しくださt、

11頂 喝
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寒川文書館だより 第 5号

平成21年3月 31「

編架 発 行/寒 川文書郎

〒25抑 106神 奈川県高座Hl寒川町宮山1351

TE■ 046みら4691 FAX 046“ 754758
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